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★
各
種
団
体
役
員
改
選 

新
年
度
に
入
り
、
任
期
満
了
を
迎
え
た
各
種
団
体
で
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
役
員
は
次
の
通
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

●
ビ
ハ
ー
ラ
高
岡 

 

会
長 

 
 

寺
野 

薫
（
水
波
組
西
光
寺
） 

副
会
長 

 

林 

史
樹
（
伏
木
組
要
願
寺
） 

 

高
多 

均
（
若
神
組
大
乗
寺
） 

 

扇
澤
知
子
（
氷
見
組
西
法
寺
） 

常
任
委
員 

林
多
恵
子
（
伏
木
組
要
願
寺
） 

平
野
佳
子
（
糸
岡
組
順
向
寺
） 

清
水
道
子
（
砺
波
組
真
光
寺
） 

河
合
宣
彰
（
川
上
組
等
覚
寺
） 

青
雲
乗
英
（
射
水
組
光
覚
寺
） 

 
 

顧
問 
 

 

狩
野
政
甫
（
氷
見
組
西
法
寺
） 

監
事 

 
 

吉
井
教
潤
（
新
湊
組
西
照
寺
） 

平
野
信
教
（
糸
岡
組
順
向
寺
） 

●
高
岡
教
区
仏
教
青
年
会 

 
 

会
長 

 
 

竹
内
優
美
（
氷
見
組
善
念
寺
） 

 
 

副
会
長 

 

村
上
昂
文
（
水
波
組
西
養
寺
） 

 
 

 
 

 
 

 

公
文
名
智
（
射
水
組
光
照
寺
） 

 
 

監
事 

 
 

岡
部
称
子
（
氷
見
東
組
慈
光
寺
） 

 

●
高
岡
教
区
寺
族
青
年
会 

会
長 

 
 

公
文
名
智
（
射
水
組
光
照
寺
） 

副
会
長 

 

三
山
潤
也
（
射
水
組
西
方
寺
） 

渡
部
裕
介
（
五
位
組
長
光
寺
） 

会
計 

 
 

 

海
老
坂
秋
彦
（
水
波
組
宝
教
寺
） 

事
務
局
長 

 

寺
井 

 

匠
（
射
水
組
教
恵
寺
） 

広
報
部
長 

 

織
田 

朋
希
（
五
位
組
長
光
寺
） 

★
ビ
ハ
ー
ラ
高
岡
総
会
開
催 

去
る
六
月
十
七
日
（
火
）
西

本
願
寺
高
岡
会
館
に
て
ビ
ハ

ー
ラ
高
岡
総
会
並
び
に
茶
話

会
が
開
催
さ
れ
た
。 

総
会
で
は
、
二
〇
二
四
年
度

活
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
、

二
〇
二
五
年
度
活
動
計
画
並

び
に
予
算
審
議
が
行
わ
れ
た
。

新
任
役
員
に
つ
い
て
は
上
記

の
通
り
。 

総
会
に
引
続
き
、
糸
岡
組
順

向
寺
平
野
信
教
住
職
よ
り
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
理
念
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
い
た
。
人
々
の
苦
し
み
に
共
感
し
、
本
当
の

心
の
安
ら
ぎ
と
つ
な
が
り
を
育
て
る
一
つ
の
活
動
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

★
第
十
三
回
中
部
・
北
陸
仏
教
婦
人
会
大
会
開
催

水
波
組
瑳
能
仏
婦 

笹
井
眞
祐
美 

西
日
本
各
地
で
梅
雨
明
け
が
発
表
さ
れ
た
六
月
二
十
七

日
に
、
福
井
教
区
担
当
で
第
十
三
回
中
部
・
北
陸
仏
教
婦
人

会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
、
「
遇
え
て
よ
か
っ
た
お
念
仏

䢧
め
ぐ
り
あ
う
ふ
し
ぎ
に
手
を
合
わ
せ
」
の
、
テ
ー
マ
で
千

三
百
人
余
り
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
執
り
行
な
わ
れ
ま
し 
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た
。 田

園
広
が
る
中
に
、
永
年
の
風

雪
に
耐
え
た
福
井
の
伝
統
民
家

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
小
ホ
｜
ル

の
大
屋
根
は
、
一
際
存
在
感
を

与
え
て
い
ま
し
た
。
十
二
時
二

十
分
よ
り
開
会
式
が
始
ま
り
、

宗
祖
降
誕
奉
讃
法
要
に
基
づ
く

お
つ
と
め
や
ご
門
主
様
の
お
言

葉
な
ど
厳
粛
に
す
す
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
会
場
正
面
に
設
置
さ
れ
て
い

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
独
奏
・
仏
教
讃
歌
の
つ
ど
い
は
、
荘
厳
な
音
楽

に
会
場
全
体
が
包
ま
れ
る
感
動
の
時
で
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
釈
徹
宗
さ
ん
に
よ
る
「
歌
う
真
宗
門
徒
」
の
講
題
で
聴
聞

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
特
別
対
談
と
し
て
天
台
宗
僧
侶
の
落
語
家
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
露
の
団
姫
（
つ
ゆ
の
ま
る
こ
）
さ
ん
と
の
ト
｜
ク
が
あ
り
、

あ
っ
と
い
う
間
に
閉
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
次
期
開
催
の
高
岡
教

区
に
大
会
旗
伝
達
と
大
場
仏
婦
連
盟
委
員
長
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
帰
路

の
車
内
で
は
、
皆
さ
ん
で
三
年
後
の
自
教
区
開
催
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。 

 
 

お
念
仏
に
み
ち
び
か
れ
、
多
く
の
方
々
と
の
出
遇
い
を
い
た
だ
き
心
豊
か

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

★
第
一
回
ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
開
催 

去
る
六
月
二
十
一
日(

土)

西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
て
、
二
〇
二
五
年
度
第
一

回
ま
こ
と
の
保
育
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
ア
ソ
カ
幼
稚
園
の

先
生
方
に
よ
る
献
灯
献
華
、
仏
讃
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
中
西
理
事
長
よ
り

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
川
上
組
空
泉
寺
安
達
秀
憲
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、『
あ
み
だ
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
』
と
い
う
ご
講
題
で
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
併
せ
て
新
任
教
員
・
保
育
士
の
方
々
へ
向
け
て
の
浄
土
真
宗
の
基
本
的

な
作
法
や
教
え
を
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。 

 

総
勢
八
十
五
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
新
任
の
先
生
方
も
、
経
験
豊
富
な
先

生
方
も
改
め
て
浄
土
真
宗
の
基
礎
を
再
確
認
し
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
の
で

き
る
研
修
会
と
な
っ
た
。 

★
真
宗
入
門
講
座
開
催 

七
月
四
日
（
金
）
、
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
主
催
に
よ
る
「
真
宗
入
門

講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
教
区
内
各
地
か
ら
五
十
七
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
一
時
半
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
は
日
下
賢
裕
（
石
川
教
区
恩
栄
寺
住
職
）
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

「
六
十
分
で
浄
土
真
宗
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
講
師
自
作

の
資
料
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
視
覚
的
に
も
わ
か
り
や
す
く
仏
教

の
基
礎
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
常
生
活
に
結
び
つ
け
た
多
く

の
た
と
え
話
も
交
え
ら
れ
、「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
」
と
思
わ
ず
う
な
ず
く
場
面

が
随
所
に
あ
り
、
参
加
者
は
楽
し
く
学
び
を
深
め
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。 研

修
会
終
了
後
は
茶
話
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
文
香
（
ふ
み
こ
う
）
」
づ
く
り
の
体
験
も
行
わ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
で
心
温
ま
る
時
間
を
共
有
し
ま
し
た
。 

最
後
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
内
容
の
も
と
「
真
宗
入
門
講
座
」

は
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

         

高岡教区全戦没者を悼み平和を願うつどい

2025 

 

日 時 ８月４日（月）午後２時～４時半  

 

テーマ 「戦後 80 年を迎えて 

 ―戦時下の本願寺と現在の私―」 

 

内 容 第１部 全戦没者追悼法要 

 第２部 記念講演 

 

講 師 近藤 俊太郎さん  

（本願寺史料研究所研究員） 

※講題「戦争と本願寺教団の近現代史」 

 

 

各寺院宛にチケット３枚（招待券

含）が送られていますのでご利用くだ

さい。 
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◇御同朋の社会をめざす運動のコーナー

この度、７月

から下記のように意見具申を提出いたしましたのでご報告いたします。（以下意見具申全文掲載）

「御同朋の社会をめざす運動」中央委員会

                               

 

今般、『「御同朋の社会をめざす運動」の実践に関する宗則』第１２条第５項の規定に基づき、

下記の通り意見具申致しますので、お取り計らい下さいますようお願い申し上げます。

 

 

意見について

 

教団の戦争協力の歴史に学ぶ研修

 

事由について
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【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師： 濵 野 信 宏 師 

(新湊組勝光寺) 

 

ご講題：『敗戦８０年 戦争と仏さまの教え』 

 

午後１時２０分頃からビデオ上映、２

時からお正信偈六首引のお勤めです。ど

うぞお誘いあわせてお参りください。  

   ◇これからの日程（7/14～8/30）◇  

 ７月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

14 

 

15 

16 

18 

22 

23 

24 

25 

 

 

26 

 

28 

29 

 

30 

８月 

２ 

４ 

 

５ 

 

７ 

14 

 

 

18 

20 

23 

25 

27 

28 

30 

常例法座 

非戦・平和学習会 

聖典セミナー 

 

会館永代経 

組主幹会 

 

 

 

 

 

 

 

 

得度講習会・福光教堂

（～30） 

得度考査 

 

 

全戦没者を悼み平和を

願うつどい２０２５ 

 

 

 

常例法座 

※14-17 日 

  教務所夏季休業 

聖典セミナー 

 

 

 

 

僧研スタッフ研修会 

 

講社役員会 

 

 

寺青役員会 

 

コーラス（午前） 

寺族青年会井波別院永代経 

高寿会総会 

寺女研修会 

布教大会（井波別院） 

氷見組実践運動研修会 

関野組夏季講座（～27） 

同朋作業部会 

中央教修修了者のつどい 

 

 

 

 

仏壮研修会 

 

 

コーラス（午後） 

児童念仏奉仕団（～６） 

宗派職員研修会 

 

 

 

 

布教団研修会 

保育連盟大学講座・東海（～24） 

第２連区布教団研修会・東海（～26） 

仏婦・寺女合同研修会 

 

本山杯（富山）  

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 

 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

●８月１０日（日） 

     鷹 屋  義 行 

（川上組専勝寺） 

 

●８月２４日（日） 

     林    史 樹 

（伏木組要願寺） 

 

 

※高岡教区及び富山教区が主催し、北日本放送

（KNB）にて毎週日曜日午前６時から放送しており

ます「西本願寺の時間」は、放送を継続しておりま

す。 

また、西本願寺では、動画配信サイトを設置し法

話等を配信しております。ご視聴ください。 

https://broadcast.hongwanji.or.jp/ 

 

☆お知らせ☆ 
平素より法輪せんべいをご愛顧いただきましてま

ことにありがとうございます。 

この度、法輪せんべい専用電話サービスが終了いた

しました。今後は下記公式 LINE 若しくはメールにて

ご注文ください。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

お申込み先 

高岡教務所内（寺族青年会担当） 
メール hourin18@gmail.com 
 

 


